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今年度から、「三国湊まちづくりビジョン（仮称）」の策定会議がス
タートしました！三国湊では、これまで多様な人たちによるまちづ
くりが進められてきました。こうした取組を改めて整理するととも
に、人口減少や空き家問題の深刻化、新たなまちづくりの担い手の
参加といった状況の変化を踏まえ、共通の将来像と実現方法を考え
ていくことが求められています。本プロジェクトでは新ビジョン策
定に向けて、皆様の意見交換の場を作っていきます。

三国湊エリアプラットフォーム 

三国湊まちづくりビジョン動き出す

未来への議論始まりました
2026年1月に商工会三国支所で「第１回三国湊ま
ちづくり会議」を開催し、住民やまちづくり関係
者ら50人余りが参加しました。
会議では過去のビジョンを振り返りながら、古民
家ホテルの誕生など民間主導で変わりつつある現
在の三国湊の姿が共有されました。
パネルディスカッションでは「立場や世代を問わ
ず楽しく参加できる場に」「民間と行政の役割分担
が必要」など、新ビジョンの"つくり方"をめぐる
議論が白熱しました。

気になるテーマが勢ぞろい
2026年2月に商工会三国支所で「第1回三国湊ま
ちづくりワークショップ」を開催し、地元住民や
事業者ら30人が参加しました。
参加者は、「三国湊の将来像」についてアイデア
を付箋に書き出しながら活発に意見を交わしまし
た。「空き家を受け皿として普段使いできる店を
増やす」「九頭竜川の水辺の活用」など具体的な
アイデアが続々と生まれました。
関心のあるテーマを出し合ったところ、三国湊ら
しさの土台となる「歴史・町並み」や、新たなチ
ャレンジの受け皿としての「空き家・空き地」、
暮らしやすさを磨いた上での「移住促進」等、幅
広い関心が挙げられました。

これから約１年をかけて、ワークショップ等で意見交換をしながら、三国湊エリアのまちづくりビジョン
をまとめ、ビジョンの実現体制づくりに取組みます。
地域に関わる人たちの共通のビジョンとしていくために、より多くの方に参加いただきたいと考えており
ます。今後のワークショップについても回覧板等でお知らせするので、ぜひご参加ください！

今後の取り組み
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プログラム

14:00-16:00 参加無料

7.5 日

第２回
三国湊まちづくり会議

会場:坂井市商工会三国支所
　　  １階 大ホール

１．三国湊のビジョンづくり 中間報告

お申込み
こちらのQRコードから参加の
お申し込みをお願いいたします。

主催：坂井市役所 /アーバンデザインセンター坂井

お問い合わせ
一般社団法人アーバンデザイン
センター坂井（UDCS）

TEL：0776-50-3300
MAIL：info@udcs.jp
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三国湊の未来を一緒に
考えてみませんか？

園田氏をゲストに迎え、松本城三の丸エリアビ
ジョンの内容や、松本城三の丸エリアプラット
フォームの取組をご紹介いただきます

２．長野県松本市における取組

３．トークセッション
　　「理想で終わらせないまちづくり」

坂井市三国町北本町3-2-12

ゲスト
園田 聡
有限会社ハートビートプラン 代表取締役
（共同）/ 認定特定 NPO 法人 日本都市計
画家協会 パブリック・ライフ研究会 代表

園田氏や UDCS 中島副センター長らが、三国湊
のビジョンを実現するための、進め方や体制づく
りについて一緒に考えます

1984 年埼玉県所沢市生まれ。工学院大学大学院にて博士（工学）の
学位取得。2016 年より有限会社ハートビートプラン。専門は都市デ
ザイン、プレイスメイキング。
現在は、大阪・東京・松本を拠点に全国各地でプレイスメイキング
の理念・手法を用いた実践・研究に取り組んでいる。
2021 年より、松本三の丸エリアでのエリアプラットフォーム構築や
「松本城三の丸エリアビジョン」の策定、プレイスメイキング PJ で
の社会実験の企画運営を担う。

　三国湊の未来について、地域の皆さんと考えてきたこ
の半年。ワークショップ等を通して「目指したい姿」が、
少しずつ形になってきました。「歴史を活かす、空家を
使う、歩いて楽しく、チャレンジできるまち…」今回は、
その途中経過を分かりやすく共有するとともに、「話し
合って終わり」にしないために、実現に向けた “次の一歩”
を皆さんと一緒に考えます。
　当日は、実際にまちづくりを進めている松本市の事例
も交えながら、理想を現実にしていくためのヒントを具
体的に探っていきます。
　はじめての方も大歓迎！三国湊のこれからを、まずは
一緒に「知ること」から始めてみませんか。


